
会 議 録 

平成26年１月29日定例教育委員会を北島町総合庁舎６階視聴覚室において開催

した。 

 

１ 会議に出席した委員 

  １番 久湊   薫 委 員 

  ２番 板東  久男 委 員 

  ３番 巻島  恵子 委 員 

  ４番 三好 久美子 委 員 

  ５番 辻村  邦雄 委員長 

  ６番 北島  孝昭 教育長 

 

２ 会議に欠席した委員 

  な し 

 

３ 本会の書記 

   事務局局長 小西 昌幸 

 

４ 議題 

  （１）校種間連携先進地視察研修について 

  （２）防災クラブについて 

 

５ その他 

 

委員長 午後６時00分開会し、あいさつの後、議事録署名者を会議に諮り、次 

    のとおり選任する。 

    １番 久湊委員 

    ６番 北島委員 

委員長 それでは、議事に入りたいと思います。議事(１)の校種間連携先進地 

    視察研修について事務局からご説明ください。 

局 長 校種間連携というのは、文字通り幼稚園、小学校、中学校といった学 

    校の種別を超えた連携をいうものです。最近、議会などでもよく小・ 

    中連携という言葉が出てまいります。例えば中一ギャップについてと 

    いう議論の中に、小学校と中学校が連携できているとスムーズにいく 

    のではないか、だから研究を、という言い方で連携という言葉が用い 

    られます。現在、お隣の藍住町で取り組んでいるということで、教育 

    委員会として視察研修に伺いたいと考えています。２月10日の午後に 

    訪問する予定で藍住町教育委員会とは話を進めております。ご都合が 

    つけばぜひご参加ください。 

教育長 藍住町は、徳島県の研究指定を受けています。「学びのかけ橋推進プロ 

    ジェクト」という事業名です。具体的には教育委員会事務局に１人先 

    生が貼りついていて、連携・接続のお世話をしています。 

局 長 少し資料めいたものを用意しました。これは「小中連携が学校・地域・ 

    保護者を変える『スクラム教育推進フォーラム』より」と題した印刷 

    物です。文部科学省の人があるフォーラムで話した６つのポイントが 

    書かれています。「目的を明確化する」、「共働から協働へ」、「地域とス 

    クラムを組む」等の大きなポイントと共に、「校種間連携に取り組む際 

    には、取り組む必要性と目的を明確にし、教職員のベクトルをそろえ 

    る必要があります。各学校の保護者の願い、児童生徒の実態、教職員 



    の考えも把握した上で、関係学校長が十分に協議する必要があります」 

    という個別の解説文も書かれています。 

    コミュニティ・スクールでもそうですが、ここでも地域という言葉が 

    教育を考えるにあたって重要な意味を持っているということがよく分 

    かります。 

委 員 地域との関わりが今後のキーワードですね。 

教育長 藍住町で、幼・小・中の接続のやり方を研修できればと思います。 

局 長 ご都合が悪い方は、事前にご連絡ください。 

委員長 ２月10日は可能な限りご参加ください。 

    次に議題（２）防災クラブについて説明をお願いします。 

局 長 「学校防災ボランティア推進事業」と書いた資料をご覧ください。資 

    料として、「毎日新聞」１月23日付の紙面のコピーをつけています。北 

    島中学校で25年12月に毎日新聞主催の防災出前授業が行われたのです 

    が、その記事が載っています。大阪、和歌山、徳島で各１校ずつ中学 

    校が選ばれて出前授業がありました。北島中学校は県下で一つだけ選 

    ばれて防災授業を受けたわけです。 

    次に、県教委の「学校防災ボランティア推進事業」という資料をご覧 

    ください。これは25年度のものですが、中学校防災クラブを設置し、「防 

    災ボランティア講師による講演会や研修会の開催」、「地域との避難訓 

    練・避難所運営訓練などに参加」等の活動をするものです。予算とし 

    ては県から２分の１補助で10万円をいただけるということで、町予算 

    20万円を組む予定です。この20万円で中学校はこの事業をします。 

教育長 南海トラフ地震の予想では北島町には、津波が来ます。県は山間の町 

    とか津波が来そうな所に防災クラブを設置したいようです。 

    そして、ちょうど26年度の防災訓練が中学校で行われます。 

委 員 タイミングとしては、いいわけですね。 

局 長 お配りした県の資料の中に「５年間で県内の半数の中学校に『防災ク 

    ラブ』を設置」とあります。近い将来、多くの中学校で取り組むこと 

    になる事業です。 

教育長 コミュニティ・スクールの大きなテーマとして「防災」を位置付けて 

    います。研究指定を早めにとることで、メリットが出ます。 

    また中学校では、ＡＥＤ講習を１年生全員にしています。 

委 員 よいことですね。 

委員長 他にありませんか。 

委 員 ありません。 

委員長 それでは、会議を終了します。 

    全協議終了、午後７時30分閉会を宣する。 

 

以上会議の顛末を記載し、その相違がないことをここに署名します。 

 

平成26年１月29日 

                 書   記 小西 昌幸 

                 議事録記名 久湊  薫 

議事録記名 北島 孝昭 


